
【具体的な取り組み】

「人」心地良い職場環境と健康意識の推進

【具体的な取り組み】

「地域」観光がもたらす地域経済への還元

【具体的な取り組み】

「防災道の駅」防災拠点機能の強化

【具体的な取り組み】

　 季節折々の自然体験学習、水質保全に係る森を育む植樹活動、太陽光発電システム導入によるエネルギー資源保全

・緊急時の避難所機能…誘導支援、備蓄食料、炊出し、衛生資材配布、自家発電等ライフライン確保・提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　人命救助講習、備蓄資機材管理（ジェットヒータ、非常用電源、投光器、災害用トイレ）

・BCP策定による災害時体制…初動対応と二次災害防止策、屋外緊急活動スペースの確保、防災意識と訓練の高度化

・各種資格取得支援（調理師、北海道フードマイスター、北海道観光マスター、ウイスキー検定、北海道アウトドアガイド 等）

・地域資源の最適な活用…地域の自然素材に関連した体験ツアー、地域清掃活動、生物多様性の情報発信（水族館プティ）

・地域経済への貢献…地域連携による観光客誘致、地域の特産品開発、地元人材の積極採用、高齢者延長雇用制度

　 環境に配慮した消耗品使用展開（脱プラ対策、紙・木質資材へ切替）、HACCPに沿った飲食衛生管理

・廃棄油のリサイクル活動 ・食品在庫管理による廃棄ロス削減

・行動指針の策定（情熱と好奇心、変化と進化、発想と実行） ・法定有給休暇取得管理、産休育休制度の取得推進

・施設内の分煙化 ・毎日の健康状態管理体制、アルコールチェック

　道の駅　厚岸グルメパーク

　厚岸味覚ターミナル ・ コンキリエ　SDGs宣言
当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

自然環境に恵まれた厚岸町の多彩な資源を活用した体験プログラム。自然体験学習や保護活動を

通じ、持続可能な環境保全に努めてまいります。

職員一人ひとりが『北海道観光のプロフェッショナル』として活躍できるよう専門的なスキルアップを

支援するとともに、健康経営への積極的な取り組みを通じ、働きがいを持ち心地良く活躍できる

職場づくりに努めてまいります。

地域に存在する観光資源「有形無形の自然・文化のストーリー」の保全と、

サステナブル・ツーリズムによる経済効果の推進、地産地消や誘客促進の取り組みに努めてまいります。

 SDGｓとは
SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年9月に国連で採

択された2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の実現を目指

しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

・地域社会、文化への配慮…郷土の歴史や文化財に関する情報発信や関連した体験ツアー、教育旅行プログラムの企画推進

「防災道の駅」制度に基づく広域的かつ地域の防災拠点機能を有する「道の駅」として、防災機能

強化を継続的に進めるとともに、町との連携により災害時の十分な備え、体制を維持してまいります。
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・厚岸霧多布昆布森国定公園を活用したアドベンチャーツーリズムの推進

「海と陸」恵まれた自然環境の活用と保全

SDGsの達成に向けた取組


